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令和６年度くらしき市民講座 歴史資料講座（古文書解読講座２回目）2024 年 12 月 8 日 

武家の履歴書をよむ 

倉敷市歴史資料整備室 畑 和良 

 

【今回の講座の題材について】 

江戸時代のはじめ以降、武士が様々な目的で自分の見聞きした出来事や自分が誰に仕えて

どんな活動をしてきたのかをまとめ、それぞれの土地の藩主に提出する機会が増加。 

１）藩主が自分の家の歴史をまとめるための資料として、老齢の家来に経験談をまとめさ

せるケース。毛利家の家臣がたくさんこの種のものを書いている。 

２）戦争やお家取潰しで仕えていた領主の家がなくなり、浪人になった武士が、再就職す

るために先祖や自分がどんな活動をしてきたか履歴をまとめ、再就職希望先に提出

するケース。大坂の陣の浪人がこの種のものを多く残している。 

３）現在特定の領主・藩主に仕えている武士が、一定期間ごとに自分の仕事内容をまとめ

て藩に提出するケース。岡山藩士のものが大量にある。 

４）その他いろいろ 

目的は色々だが、いずれも武士が自分の家の成り立ちや自分の経験・仕事ぶりをまとめた履

歴書といってよいもの。経験談をまとめたものは「覚書」、職務経歴をまとめたものは「奉

公書」と呼ばれたりする。先祖の業績を調べたりするのに使える資料。江戸時代の早い時期

に書かれたものは、古老の体験した戦国時代の出来事がわかる資料。 

 

【古文書学習のコツ】 

古文書そのものを辞書として学習する。活字化されている古文書から入門するのがよいかも。

くずし字辞典だけを頼りに一字一字突き止めていくのは結構大変。古文書の写真・コピーと、

その内容を翻刻した資料集を見比べていくと、活字でこう書いてある文章がくずし字だと

どう書くのか、文章のまとまり・古文書特有の単語や言い回し込みで頭に入ってくる。同じ

文章の中から同じかたちのくずし字をみつけるゲーム感覚でやれる。今日の講座でも、最初

は読みやすい江戸時代の武士の履歴書の活字の一部だけ穴あきにしたものを読んでみまし

ょう。慣れたら、まとまった記事を全文解読してみましょう。最後は試しに、中世の文体で

書かれた戦国武士の文章に触れてみましょう。 
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【本日の学習用資料】 

１．池田由孝の履歴書 

【池田由孝】 いけだ よしたか。岡山藩池田氏の家老天城（あま

き）池田家の二代目当主。主水（もんど）を名乗りました。 

【池田氏】 織田信長の重臣池田恒興（つねおき）から歴史の表

舞台に現れた武家です。恒興の跡を継いだ池田輝政（てるま

さ）は豊臣秀吉の時代に三河吉田藩主でしたが、関ヶ原合戦

で徳川家康に味方して播磨姫路藩主になりました。子孫は岡

山藩・鳥取藩主として明治まで続きます。 

【天城池田家】 池田輝政の兄で本来は池田家本流を継ぐはずだ

った元助の子・池田由之（よしゆき）の子孫です。由之は本

流を継いだ池田輝政・利隆・光政に仕えて家老を勤め、領内

の支城を預かりました。池田光政が鳥取から岡山藩へ移封さ

れた際、光政は備前国の重要な場所を家老に守らせる体制を

整えました。このとき由之の子池田由成（よしなり）が児島

郡方面を担当し、天城（倉敷市藤戸町天城）に拠点となる陣屋（じんや）を築いて町

屋を整備しました。以後、由成の子孫は代々天城陣屋と児島郡の領地を継承したので

「天城池田家」と呼びます。この史料の筆者池田主水由孝はその池田由成の子です。 

【由孝の奉公書】 「書上 池田主水」と標題にあるとおり、貞享二年（１６８５）十二

月二十九日、池田由孝が４５歳のときに書いた奉公書です。祖父由之・父由成の経歴

と自分自身の経歴を書き、岡山藩庁へ提出したものです。倉敷市歴史資料整備室所蔵

徳山家文書に含まれています。 

【奉公書の冒頭部分】 天城池田家の祖について書かれています。全文活字化してありま

す。例題で同じくずし字が繰り返し出てくることがあるので、参考にしてみてくださ

い。 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

【例題１】 池田由之が兵庫県内で領地をもらった頃の話が書かれています。穴あき部分

に何が書いてあるか当ててみましょう。奉公書冒頭部分の古文書写真と翻刻も参考

に、同じくずし字で書かれた文章のまとまりがないか、探してみましょう。 

【例題２】 池田由之が倉敷市内にやってきた頃の話です。６行ほどのまとまりを全て解

読してみましょう。今までの例題などで出てきた字があると思います。全部読めなく

ても意味がわかれば上達しています。 

【例題３】 この奉公書を書いた池田由孝自身の事績が書かれた部分です。何かの工事に

際して人をどこかに派遣したという話です。今までの例題を参考に全文読んでみま

しょう。 
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２．徳山左兵衛三傑の履歴書 

【徳山家】 とくやま。天城池田氏の家臣です。先祖は美濃国出身でもともとは「坪内」

姓を名乗っていました。坪内求之介（つぼうち きゅうのすけ）という人が大坂夏の

陣の翌年に池田由之に登用されて「徳山求之介」と改名し、池田由成によって家老に

抜擢されました。その後再び改名して「徳山左兵衛三成」（とくやま さひょうえ み

つなり）を名乗り、天城池田家領内の溜め池整備などに辣腕を振るっています。彼の

子孫も明治時代まで代々天城池田家に家老として仕えました。 

【この史料の筆者】 表紙に「弘化三年丙午三月改 先祖幷御奉公之品書上扣 徳山左兵

衛」とあり、徳山家九代目当主徳山三傑（嘉金治・左兵衛・武夫。文政七年〈１８２

４〉に家督を相続。万延二年〈１８６１〉病死）が弘化三年（１８４６）に書いたも

のとわかります。先祖と自分自身の履歴が書かれています。倉敷市歴史資料整備室所

蔵徳山家文書に含まれています。 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

【例題４】 この履歴書を書いた徳山三傑自身の仕事ぶりが書かれています。家老として

の普段の仕事とは少し変わったことをやっています。倉敷市内の地名がみられます。 

【例文５】 ずっと遡って徳山家初代について書かれた部分を抜粋しています。穴あき部

分が多めですが、同じ文中に同じくずし字が紛れているので探してみましょう。倉敷

市内某所について書かれています。 

【例文６】 初代徳山求之介の仕事には、こういうものも含まれていました。岡山城下で

の出来事です。 

【例文７】 これも初代の事績を書いた部分です。６行ほどのまとまりを全て読んでみま

しょう。倉敷市内の地名がいくつか書かれています。 

 

３．中島政家の覚書 

【中島政家】 なかしま まさいえ。美作国高野郷（津山市高野本郷付近）の地頭（じと

う）中島氏の戦国時代末期～江戸初期の当主です。三郎・与右衛門尉（よえもんのじ

ょう）を名乗りました。老後は出家して休看（きゅうかん）と名前を変えたようです。 

【中島家の概要と政家の略歴】 中島家は鎌倉時代から続く武家で、政家の父親は備前天

神山城（和気町）城主浦上宗景（うらかみ むねかげ）に仕えていましたが、浦上氏

の滅亡と運命を共にして没落し、羽柴秀吉（はしば ひでよし）を頼って先祖伝来の

土地を取り戻そうと努力しました。父の跡を継いだ政家は、宇喜多秀家（うきた ひ

でいえ）に仕えて毛利氏（もうりし）との戦い・朝鮮出兵などで活躍し、関ヶ原合戦

の時は岡山城の留守部隊に加わっていました。宇喜多氏滅亡後、浪人となり、現在の

倉敷市西阿知町片島へ来住し、妙任寺（みょうにんじ）を建立しました。子は備中松

山藩主水谷氏（みずのやし）に仕えました。 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 
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【例文８】 穴あき部分だけ読んでみましょう。宇喜多氏が毛利方のとある城を攻めた際

に、中島政家が宇喜多方の武将に従って参戦した時の記録です。城の名前や武将の名

前が書かれています。 

 

【まとめ】 

一つだけ、文章のまとまりごと（単語だけでも）くずし字でどう書くのか覚えて帰りましょ

う（「候」とか「兵衛」とか）。いきなり全文読めなくても大丈夫。一か所だけ読めたらうれ

しい。 

【覚書や奉公書の所蔵場所】※どこで見られるか 

【岡山大学附属図書館】 岡山藩士が藩に提出した履歴書が膨大に残されており、手続き

すれば図書館のマイクロフィルムを閲覧・複写できる。どんな家・人物の履歴書が残

っているかは図書館ホームページの「池田家文庫マイクロフィルム目録データベー

ス」から検索できる。古い時代の履歴書は一部活字化されて本になっている（倉地克

直編『岡山藩家中諸士家譜五音寄』１～３巻／岡山大学文学部研究叢書、１９９３年）。 

【倉敷市歴史資料整備室】 岡山藩家老天城池田家の当主や家臣がまとめた履歴書がい

くつか残っている（徳山家文書・平山家文書など）。室には戦国時代に宇喜多氏に仕

えた武将の覚書、大坂夏の陣で手柄を立てた浪人の履歴書なども残っている（亀山家

文書・平山家文書）。どれも戦国時代から江戸時代にかけて生きていた本人の経験を

まとめた貴重な資料。これらは現物を閲覧・撮影できる。 

 

今日の講座はこれでおしまいです。ありがとうございました。 


